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　国民年金の被保険者期間は 20 歳から満 60 歳
までですが、次の場合は、60 歳以降でも申し出
により任意で加入して保険料を納めることがで
きます。この制度を任意加入制度といいます。

● 60 歳までに老齢基礎年金の受給資格期間
（25年）を満たしていない場合
●納付済期間が 40 年より短いため老齢基礎年

金を満額受給できない場合であって、厚生
年金・共済年金に加入していないとき

　この申し出については、月々の保険料を確実
かつ円滑に納付いただくため、原則、口座振替
をお申し込みいただくようになります。
　なお、正当な理由がある場合には、現金で納
付することもできます。

口座振替によらない正当な事由とは？
①預金口座を持っていない場合
②資格を喪失するまでの期間の保険料を前納す

る場合（加入する年度内に納付月数が 40 年
を迎えて任意加入期間が終了する方など）

③その他①、②に準ずる事由により口座振替に
よらない正当な事由があると認められる場合

窓口での手続き
　任意加入の資格取得申出書を提出されるとき
に、口座振替申出書もしくは口座振替ができな
い旨の申出書を提出してください。

（口座振替ができない旨の申出書の様式は任意
の様式で構いません）

保険年金課　 （25）8137
　大津年金事務所　 077（521）1789

任意加入被保険者の方の
保険料納付は口座振替で！

任意加入被保険者の方の
保険料納付は口座振替でお
願いします。

　詳しくはお問い合わせください。
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高島市民病院　 （36）0220

　高島市民病院 健診センターでは、より詳しい検
査をご希望の方に、特定健康診査との組合せ健診を
実施しています。
　自分の健康状態を知るためにも、ぜひこの機会に
受けてみてはどうでしょうか。

　特定健康診査はメタボリックシンドローム（内臓
脂肪症候群）に着目し、生活習慣病の発症や重症化
を予防することを目的とした健康診査です。

健診は健康状態を知る第一歩です！

自己負担額については、ご加入の保険者にお問
い合わせください。

基本健診　　　　　　 　6,200 円
（視力・聴力・血液一般・胸部Ｘ線・心電図など）
便ヒトヘモ検査　　　　　800 円

・胸部Ｘ線 2,268 円
・視力 745 円
・眼圧 886 円
・ＡＢＣ検診 4,000 円

・心電図 1,404 円
・聴力 432 円
・眼底 756 円
・骨密度測定 3,800 円

当センターは予約制となっています。
健診センターまでお問い合わせください。
予約電話番号：（３６）８０８２（直通）
月曜日～金曜日　９時～ 16時（土日祝を除く）

乳がん検診 （40 歳以上） 1,500 円 （２年に１回）
子宮頸がん検診（20 歳以上） 1,500 円 （２年に１回）
大腸がん検診 （40 歳以上） 500 円

＊人間ドック・生活習慣病予防健診のオプション検査
も受けられます。

＊乳がん、子宮頸がん検診は最寄りの保健センターへ
申し込み後、健診センターに予約してください。

ＡＢＣ検診（胃の健康度） 　4,000 円

環境政策課　 （25）8123　 （25）8145
　　　　　　　 kankyo@city.takashima.lg.jp

補助金申請受付状況
11 月 13日までの ○電気式生ごみ処理機　……………   ８０２件

○コンポスト　　　　　……………   ４１２件
○事業所用（大型）生ごみ処理機……   １６件

　集団回収とは、区や自治会が各家庭
から出る古紙や段ボール、古着、アル
ミ缶などの資源を持ち寄り、区や自治
体が契約した回収業者に引き渡すリサ
イクル活動のことです。
　集団回収は、リサイクルの推進や地
域の活性化につながります。他にも次
のようなメリットがあります。ぜひ、
集団回収を利用しましょう。

①回収業者と契約
　回収業者と回収日につい
て協議し、契約を行ってく
ださい。

集団回収の始め方

②集団回収を実施
　回収について区・自治会の
皆さんへ周知を行い、集団回
収を実施してください。

③回収業者による回収
　回収業者による回収が行われます。

※上記業者は記載希望のあった業者です。その他の業者でも差し支えありません。

（単位）ｔ

　市民の皆さんのご理解とご
協力により、環境センター
に収集される「燃やせるご
み」が前年度同月に対して
５.14t（０. ４%）減少
しました。引き続き、ごみ分
別や減量にご協力ください。

  燃やせるごみの収集量10 月の
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【市内回収業者】
㈲アルミック徳原
黒田紙業㈱　
㈲クリエイト・マエダ
㈲岡本商店　　　

新旭町新庄 1395
マキノ町中庄 1254-2
安曇川町上小川 59-2
マキノ町辻 16　

☎（２５）５３００
☎（２７）８０２７
☎（３２）３３０３
☎（２７）０９６１

　　　　ごみ処理経費が削減できる
　皆さんが積極的に取り組んでいただくと、
　ごみ処理にかかる経費の削減につながります。

　　　　回収業者から販売収入が得られる
　収集した資源ごみを回収業者へ引き渡すことによ
り区や自治会の収入になります。

メリット１

メリット２

現在、行っていない区や自治会も、ぜひ集団回収を始めてみませんか？



nformationI 暮らしの情報 暮らしの情報nformationI 暮らし暮らしののののの情報情報情報

独
り
居
の　

障
子
に
映
る　

吊
し
柿

夏
惜
し
み　

網
戸
に
蝉
が　

お
別
れ
に

四
才
児　

婆ば
っ

ち
ゃ
ん
好
き
と　

可
愛
い
声

台
風
で　

蝉
は
鳴
け
ぬ
が　

人
は
泣
き

ア
メ
リ
カ
と　

株
価
だ
け
か
よ　

我
が
総
理

の
り
越
へ
て　

又
の
り
こ
へ
て　

今
の
幸

苦
も
楽
も　

す
べ
て
お
ま
か
せ　

今
日
を
生
き

赤
ト
ン
ボ　

追
い
か
け
な
が
ら　

ダ
イ
エ
ッ
ト

幼
き
の　

栗
拾
い
祖
母
と　

栗
ご
飯

ヨ
レ
ヨ
レ
の　

財
布
寒
　々

除
夜
の
鐘

落
ち
葉
掃
く　

花
壇
の
辺
り　

拾
い
も
し

長
州
の　

鏡
と
な
り
て　

楫か
と
り取

魂
だ
ま
し
い

秋
深
く　

収
穫
い
そ
ぐ　

野
畑
か
な

初
雪
が　

辺
り
一
面　

銀
世
界

由
良
川
に　

鮭
の
遡そ

じ
ょ
う上　

風
物
誌

黄
金
の　

湖う
み

に
揺
ら
ぐ
や　

名
月
や

山さ
ざ
ん
か

茶
花
や　

誰
待
て
ず
し
て　

散
り
乱
る

卒
寿
迄　

生
き
る
と
言
っ
た　

友
が
逝
き

秋
日び

よ
り和　

万
十
い
た
だ
く　

敬
老
日

除
夜
の
鐘　

聞
き
つ
つ
潜く

ぐ

る　

仁
王
門

イ
ケ
メ
ン
や　

美
人
と
言
わ
れ　

中
身
ど
う

か
ぐ
や
姫　

亀
さ
ん
招
い
て　

月
見
の
宴

酒
の
な
い　

国
へ
行
き
た
し　

二
日
酔
い

前
向
き
に　

元
氣
を
貰
う　

曽ま

ご孫
七
人

秋
が
来
た　

食
が
増
す
よ　

栗
ご
飯

葦よ
し

屋
根
を　

照
ら
す
紅も

み
じ葉
や　

永
源
寺

曾
孫
だ
き　

す
ぎ
た
子
そ
だ
て　

思
い
出
し

「
第
九
」
聴
き　

今
年
の
〆し

め

に　

乾
杯
す

天
高
く　

思
い
を
は
せ
る　

流
れ
雲

電
話
な
り　

秋
風
が
よ
ぶ　

い
や
さ
れ
る

メ
タ
セ
コ
イ
ア　

黄こ
が
ね金
色
の
葉　

待
ち
ど
お
し
い

誕
生
日　

朝
起
会
に　

挑
戦
を

秋
立
ち
て　

空
い
っ
ぱ
い
の　

ち
ぎ
れ
雲

街
灯
り　

孤
独
に
さ
さ
る　

笑
い
声

早
す
ぎ
る　

今
年
も
残
り　

後
わ
ず
か

晩
秋
の　

空
眺
む
れ
ば　

冬
も
よ
う

ほ
ほ
そ
め
て　

稲
の
穂
色
づ
き　

お
じ
ぎ
す
る

新
米
を　

頂
き
炊
く
や　

今
日
の
幸

老
支
度　

す
べ
て
綴
り
て　

安
ら
ぎ
を

今
日
も
ま
た　

出
が
け
に
一
言　

こ
ろ
ぶ
な
や

初
も
う
で　

願
い
を
た
の
む　

伊
勢
の
神

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

西
山　
　
凛
（
マ
・
高
木
浜
）

西
山　
偲
蓮
（
マ
・
高
木
浜
）

保
井　
泰
子
（
安
・
上
古
賀
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

提
中　
幸
子
（
新
・
針
江
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

上
田　
え
み
（
マ
・
浦
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

進
士　
良
治
（
新
・
太
田
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

北
原　
　
宏
（
今
・
今
津
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

上
田　
ナ
ツ
（
マ
・
浦
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

三
本
の　

矢
と
ア
ベ
の
ミ
ク
ス
も　

不
感
症

足
音
を　

立
て
ず
に
そ
っ
と　

冬
来
た
り

は
だ
さ
む
し　

メ
ダ
カ
槽そ

う

に
も　

お
ん
す
い
器

窓
越
し
に　

煌き
ら

り
輝
く　

明
け
の
星

雪
虫
だ　

冬
に
備
え
て　

準
備
す
る

鶏き
み
た
ち達
は　

鹿に

く肉
が
大
好
き　

テ
ィ
ラ
ノ
か
な

三
十
年　

つ
べ
こ
べ
言
う
て　

花
粉
症

彼
岸
花　

友
葬ほ

う
むる
や　

九
十
坂

曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華　

緑
の
松
と　

踊
っ
て
る

顔
知
ら
ぬ　

川
柳
仲
間
の　

訃
報
記
事

晩
秋
の　

風
頬
撫
で
て　

り
ん
ご
狩
る

老
い
て
い
く　

歴
史
を
背
負
い　

愛
お
し
く

出
番
で
す　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と　

副
市
長

十
五
夜
の　

木
ぎ
の
葉
ざ
ま
に　

や
ど
る
月
影

休
日
や　

抜
き
し
大
根　

何
と
な
る

若
き
日
の　

ス
ー
ツ
着
な
い
が　

捨
て
ら
れ
ず

紫し
よ
う
か

葉
花
に　

騙だ
ま

さ
れ
て
い
る　

夕
か
な

秋
深
く　

日
差
し
は
あ
れ
ど　

ま
た
時し

ぐ
れ雨

若
い
ね
と　

言
わ
れ
て
そ
っ
と　

こ
し
の
ば
す

満
開
の　

コ
ス
モ
ス
揺
ら
す　

や
さ
し
い
風

山
路
来
て　

萩
に
閉
ざ
さ
れ　

廻
り
径み

ち

婆
二
人　

お
蕎そ

ば麦
で
祝
う　

バ
ー
ス
デ
ー

湖
に　

映
え
る
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン　

一
人
じ
め

虎も
が
り
ぶ
え

落
笛
の　

音
し
て
夜
の　

風
は
ゆ
き

柿
畑　

兄
の
無
念
さ　

偲
ば
れ
る

朝
お
き
て　

見
る
た
の
し
み
は　

う
え
木
鉢

こ
ん
に
ち
は　

あ
い
さ
つ
し
た
け
ど　

だ
れ
だ
っ
け

山
や
谷　

越
え
し
こ
の
年　

実
に
な
り
し

こ
け
て
ん
か　

の
ど
詰
め
て
ん
か　

子
の
心

辞
書
の
字
を　

さ
が
す
秋
夜　

讀ど
く
し
ょ書
か
な

中
秋
の　

名
月
仰
ぎ　

犬
と
行
く

閑か
ん

あ
り
て　
「
気
」
の
み
忙
し
き　

師し
わ
す走
か
な

雪
の
ご
と　

す
す
き
舞
い
散
る　

日
暮
れ
ど
き

有
難
度
い　

職
後
の
パ
ワ
ー　

区
に
注
ぐ

紅
葉
の　

古こ
さ
つ刹
巡
り
や　

人
の
群
れ

除
夜
の
鐘　

身
に
し
み
渡
る　

心
地
し
て

あ
り
が
と
う　

見
覚
え
あ
る
顔　

サ
ン
タ
さ
ん

退
院
し　

夕ゆ
う
げ餉
に
家
族
の　

暖
か
さ

秋
さ
な
か　

過
ぎ
し
年
月　

惜
し
ま
れ
る

同
病
を　

相あ
い
あ
わ憐
れ
ん
で　

仲
良
し
に　

大
塚　
秀
男
（
安
・
川
島
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

岡
本　
末
男
（
マ
・
沢
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

石
田　
瑛
子
（
新
・
深
溝
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

川
尻　
耕
生
（
今
・
松
陽
台
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

白
井
つ
由
子
（
高
・
宮
野
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

宮
本
正
太
郎
（
今
・
上
弘
部
）

太
田　
和
美
（
マ
・
蛭
口
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

岡
田　
明
子
（
新
・
安
井
川
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

枝　
千
代
子
（
安
・
常
磐
木
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

船
野　
秀
二
（
今
・
松
陽
台
）

枝　
　
常
信
（
安
・
川
島
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

清
水　
ひ
さ
（
今
・
深
清
水
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

すてきな作品をお待ちしています！

なお、E メールで投稿する場合は、漢字の直後に (　) 書きで読みがなを記入してください。

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　
郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地
　　　　　高島市秘書広報課あて
メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。 （企画広報課）

みんなでつくるみんなのページ

みんなで

…▼次回締切　　　　▼掲載月

…12月25日　……平成28年2月号（金）
必着/

282015.12 月号

有　
料　
広　
告広告募集

広報誌 ■２月号締切　12 月 25 日（金）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28㎜× 85㎜）

ホームページ ■１月掲載分締切　12 月 10 日（木）
■掲載料　１か月 10,000 円

詳しくは市ホームページをご覧ください

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
制

度
の
導
入
に
伴
い
、
平
成
27
年
12
月
を

も
っ
て
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
、
住

基
カ
ー
ド
）
お
よ
び
住
基
カ
ー
ド
に
格
納
す

る
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
用
電
子
証
明

書
（
以
下
、
住
基
カ
ー
ド
用
電
子
証
明
書
）
の
発

行
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付
を
開
始
す
る

個
人
番
号
カ
ー
ド
お
よ
び
個
人
番
号
カ
ー

ド
に
格
納
す
る
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

用
電
子
証
明
書
（
以
下
、
個
人
番
号
用
電
子
証

明
書
）
は
希
望
者
の
申
請
に
よ
り
発
行
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、
す
で
に
お
持
ち
の
住
基
カ
ー

ド
や
住
基
カ
ー
ド
用
電
子
証
明
書
は
、
有

効
期
間
満
了
日
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
場

合
、
住
基
カ
ー
ド
を
回
収
し
ま
す
の
で
、

有
効
期
間
が
残
っ
て
い
る
住
基
カ
ー
ド
用

電
子
証
明
書
も
失
効
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付
を
開
始
す
る

個
人
番
号
カ
ー
ド
お
よ
び
個
人
番
号
用
電

子
証
明
書
は
、
即
日
発
行
が
行
え
ま
せ

ん
。
ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
カ
ー
ド
の
作

成
に
時
間
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
確

定
申
告
を
さ
れ
る
方
で
、
確
定
申
告
時
期

に
住
基
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
満
了
日
を
迎

え
る
方
は
、
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
住
基
カ
ー
ド
用
電
子
証
明
書
の
更

新
を
希
望
す
る
方
は
、
12
月
22
日
（
火
）

の
17
時
ま
で
に
、
市
民
課
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
課
　
（
２
５
）
８
０
１
８

　
市
内
の
子
ど
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や

体
験
な
ど
を
通
し
て
豊
か
な
心
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
青
少
年
健
全
育
成
に

携
わ
る
関
係
者
が
力
を
合
わ
せ
、「
た
か

し
ま
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
６
月
に

今
津
総
合
運
動
公
園
で
開
催
し
、
青
少
年

関
係
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ

か
、体
験
コ
ー
ナ
ー
や
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
、

展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
、
約
１
，
８
０
０
人
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
よ

り
充
実
し
た
子
ど
も
た
ち
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
た
め

に
、
企
画
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
実

行
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

▼
応
募
締
切　
12
月
16
日
（
水
）

※
委
員
は
無
報
酬
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
応
青
少
年
課

　
（
３
２
）
４
４
５
８

　
２
０
１
６
年
版
滋
賀
県
民
手
帳
が
入
荷

し
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
で
お

求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
販
売
期
間　
12
月
１
日（
火
）～
18
日（
金
）

▼
取
扱
場
所　
情
報
統
計
課（
本
庁
２
階
）

　
　
　
　
　
　
お
よ
び
各
支
所

※
一
部
の
書
店
・
コ
ン
ビ
ニ
等
で
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

▼
販
売
価
格　
６
０
０
円
（
税
込
み
）

情
報
統
計
課
　
（
２
５
）
８
５
２
７

ੜΰϛଯංԽ২໦ു༰ੵ
��Ϧοτϧ̎ઍԁʹຖ೔
ͷੜΰϛΛ౔ͰຒΊଓ͚ͯ
અͷබΛ২ָ͑ͯ͠قʹ্
ΉࣄͰΰϛͷྔݮʹ΋ͳΔ

୩ޱ২໦ുళΛ
ωοτͰͯ͠ࡧݕͶ

谷口植木鉢店（大阪府堺市南区高倉台 2-33-18）

஫จి࿩０７２-２９１-６３２３０７２-２９１-６３２３０７２-２９１-６３２３

生ゴミ堆肥化植木鉢  代金引換販売生ゴミを捨てるのはもったいないです。生ゴミ
を活用して果樹や野菜を作る楽しみを提案

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
加

入
で
き
ま
す
。

《
積
立
方
式
の
年
金
》

お
知
ら
せ

住
基
カ
ー
ド
と
住
基
カ
ー
ド
用
電
子

証
明
書
の
発
行
を
終
了
し
ま
す

た
か
し
ま
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

２
０
１
６
年
版

滋
賀
県
民
手
帳　
販
売
中

農
業
者
年
金
に

　
加
入
し
ま
せ
ん
か
！

29 2015.12 月号

入
学
金
二
万
四
千
円



nformationI 暮らしの情報 暮らしの情報nformationI 暮らし暮らしののの情報情報情報…問い合わせ先　 …申し込み先　応…応募先　 …電話番号　 …ファックス番号　　　　　　　 …メールアドレス　 …ホームページアドレス

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
時
点

に
所
有
さ
れ
て
い
る
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

家
屋
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
所
有
権
の

移
転
を
さ
れ
た
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
と
き

　
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
家
屋
は
、
１

月
１
日
時
点
で
完
成
し
て
い
る
場
合
に
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
建
築
工
事
が
完

了
し
た
ら
速
や
か
に
税
務
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
建
築
確
認
申
請
を
必

要
と
し
な
い
建
物
（
10
㎡
未
満
の
増
築
家

屋
や
都
市
計
画
区
域
外
で
の
建
築
物
）
や

不
動
産
登
記
を
済
ま
せ
て
い
な
い
家
屋
も

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
原
則
と
し
て
土
地
に
定
着
し
た
軽
量
鉄
骨
造
プ
レ

ハ
ブ
の
ガ
レ
ー
ジ
や
倉
庫
な
ど
は
家
屋
と
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
カ
ー
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
全
く
外
壁
の
な

い
構
築
物
は
こ
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

●
取
り
壊
さ
れ
た
と
き

　
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
さ

れ
た
場
合
は
、税
務
課
ま
た
は
支
所
に「
建

物
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
届
け
出
の
提
出
が
28
年
１
月
以
降
に

な
る
場
合
は
取
壊
証
明
書
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
不
動
産
登
記
が
さ

れ
て
い
る
家
屋
で
年
内
に
法
務
局
で
滅
失

登
記
を
済
ま
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
届
出
は

不
要
で
す
。

●
所
有
権
を
移
転
さ
れ
た
と
き

　
売
買
や
贈
与
、
相
続
な
ど
で
家
屋
の
所

有
者
が
変
更
さ
れ
た
場
合
、
次
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
不
動
産
登
記
が
さ
れ
て
い
る
家
屋
】

　
年
内
に
法
務
局
で
所
有
権
移
転
登
記
を

完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
移
転
日
が
年
内
で

あ
っ
て
も
登
記
日
が
年
明
け
後
の
場
合
、

納
税
義
務
者
の
変
更
は
翌
年
度
以
降
と
な

り
ま
す
。

【
不
動
産
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
】

　
税
務
課
ま
た
は
支
所
に
「
未
登
記
家
屋

の
所
有
者
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。権
利
の
移
転
が
確
認
で
き
る
書
類（
契

約
書
の
写
し
な
ど
）の
添
付
が
必
要
で
す
。

★
届
出
に
必
要
な
書
類
は
、
税
務
課
ま
た

は
支
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

★
不
動
産
登
記
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い

て
は
、大
津
地
方
法
務
局
高
島
出
張
所（
☎

（
２
２
）
２
３
５
２
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

税
務
課

　
（
２
５
）
８
１
１
６

　
今
年
度
発
行
し
た
プ
レ
ミ
ア
付
地
域
通

貨
ア
イ
カ
の
有
効
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま

　
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
収
入
を
原

資
と
し
て
積
み
立
て
、
そ
の
額
に
応
じ
て

年
金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
の
年
金
で

す
。
ま
た
、
保
険
料
の
額
は
、
自
ら
が
自

由
に
決
め
ら
れ
、
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
通
常
加
入
は
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７

千
円
ま
で
の
千
円
単
位
で
選
択

《
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
つ
き
》

　
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
加

入
者
・
受
給
者
が
80
歳
ま
で
に
亡
く
な
っ

た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳

ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業

者
老
齢
年
金
の
現
在
価
値
に
相
当
す
る
額

が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
（
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
者
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

《
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
》

　
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
民
間
の

個
人
年
金
の
場
合
は
、
控
除
額
の
上
限
は
４
万
円
ま

た
は
５
万
円
で
す
。）
ま
た
、
保
険
料
な
ど
の

年
金
資
産
の
運
用
益
は
非
課
税
で
す
。

　
さ
ら
に
、
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金

は
、
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
、

65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
公
的
年
金
等

の
合
計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で
は
全
額
非

課
税
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
農
協
ま
た
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
２
５
）
８
５
１
３

有　
料　
広　
告

【
固
定
資
産
税
】

家
屋
の
新
増
築・取
り
壊
し・

所
有
権
移
転
の
手
続
き
を

プ
レ
ミ
ア
付
地
域
通
貨
ア
イ
カ

　
有
効
期
限
迫
る
！

サービス付き高齢者住宅

自由で安心の 24 時間サポート。健康に不安のある単身高齢者、介護の必要な方も

安心して生活していただけます。

物件所在地　〒５２０-１５２２　滋賀県高島市新旭町新庄４８９-１４
広告主：Kajyu コーポレーション　代表取締役　笠井ዳ子　滋賀県大津市日吉台 1-３-3　☎０７７-５７９-１１８９

＜基本費用【月額】＞　◎敷金（入居契約時のみ）117,000 円又は 123,000 円

一人暮らしに不安

はありませんか？

入居申込・お問い合わせ　合同会社ファミリー　☎０１２０-８１６-３９７

愛の鈴高島 入居者様募集中１番舘
２番舘

家 賃 共益費 管理費 食 費 合 計 

39,000円 

41,000円 
8,000円 20,000円 37,100円 

（該当する場合のみ） 

104,100円 

106,100円 
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ご
家
庭
で
使
用
し
な
く
な
っ
た
福
祉
機

器
（
車
椅
子
、
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
、
介
護
用
ベ
ッ

ト
等
）
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
福
祉
機
器

を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
譲
り
た
い
方
と

譲
っ
て
ほ
し
い
方
の
仲
介
を
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
現
在
、
譲
っ
て
い
た
だ
け
る
福
祉
機
器

を
募
っ
て
い
ま
す
。
特
に
使
用
し
て
い
な

い
車
椅
子
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

す
。地
域
通
貨
の
裏
面
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

有
効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
が
過
ぎ
た

プ
レ
ミ
ア
付
地
域
通
貨

は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

必
ず
期
限
内
に
使
用
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
店
舗
や

利
用
の
条
件
は
、
高
島

市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け

ま
す
。

高
島
市
商
工
会

　
（
３
２
）
１
５
８
０

湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ほ
ろ
ん

　
（
２
２
）
４
０
４
１

①英語サロン初級 ②英語サロン
中級 ③韓国語サロン

日程
12 月１日（火）

   ・８日（火）
     ・15 日（火）

12 月５日（土）
    ・19 日（土）

12月８日（火）
    ・22 日（火）

会場 今津東コミュニティセンター

講師 デイビット・
グリーク先生

ケビン・
ディーガン先生 坂口直美先生

時間 19 時～ 20 時
①９時 30 分～
　10 時 30 分
② 10 時 45 分～
　11 時 45 分

10 時～
11 時 30 分

催　
し

　
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
参
加
料
・
入
場
料
の
記
載
の

な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

▼
参
加
費　
一　
般　
１
回
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下　
１
回　
５
０
０
円

　
　
　
　

   

会　
員　
１
回　
５
０
０
円

▼
申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

・

高
島
市
国
際
協
会

　
（
２
０
）
１
１
８
０

　
（
２
０
）
５
７
５
７

　

tifa822@
ares.eonet.ne.jp

　
結
婚
・
出
産
に
よ
り
離
職
し
再
就
職
を

考
え
て
い
る
方
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

で
悩
ん
で
い
る
方
、
仕
事
を
す
る
に
あ
た

り
、
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な

い
方
等
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時　
12
月
４
日
（
金
）
10
時
～
12
時

▼
場
所　
働
く
女
性
の
家　

▼
内
容　
セ
ミ
ナ
ー

　
「
賢
い
働
き
方
を
見
つ
け
よ
う　

　
～
１
０
３
万
円
と
１
３
０
万
円
の
違
い
～
」

▼
定
員　
20
人

▼
申
込
方
法　
電
話

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

※
託
児
は
先
着
７
人
。

・

滋
賀
マ
ザ
ー
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
草
津
駅
前　
　

　

０
７
７
（
５
９
８
）
１
４
８
０

有効期限
12 月 31日まで
２月 29日まで

発行月
７月
９月

第２回目
第３回目

使
わ
な
く
な
っ
た
福
祉
機
器

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
際
交
流
サ
ロ
ン

女
性
の
た
め
の
お
仕
事

セ
ミ
ナ
ー

31 2015.12 月号



33 2015.12 月号

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（　３２－２４６１）まで
お寄せください。締め切りは毎月2５日です。

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などの掲載を希望される場合は、藤樹の里文化芸術会館（ 32－2461）
までお寄せください。２月号掲載の締め切りは 12 月 20 日です。（毎月 20 日締め切り）

nformationI 暮らしの情報

nformationI

湖西地域の文化情報

10 時～ 16 時

安曇川町田中 426　 （32）0150

木彫（字と絵）40 年
山本光永作品展

10 時～ 22 時

スケッチ画展　松本敬三

今津町舟橋 2 ー 8 ー10　 （22）1414
※最終日　16 時まで

高島市民会館

13 時 30 分開演
市内のジャズバンド・ロックバンド・
ゴスペル・ハワイアンバンドのクリス
マス恒例のミニライブです！

高島市文化の支援事業
クリスマス・ロビーコンサート

高島市民会館　 （22）1764

全席自由
一律　２００円

高島市民会館

13 時 30 分開演 合唱曲、童謡、ポピュラーソング等を
子どもたちが明るく元気に歌います！

高島市文化の支援事業
今津少年少女合唱団＆
Ｌ・Ｖ・Ｅロビーコンサート

高島市民会館　 （22）1764

全席自由
一律　１００円

13 時 30 分開演
音楽療法士、岡本仁司氏によるピアノ弾
き語りコンサート。昭和時代の懐かしい
メロディを楽しいおしゃべりとともにお
届け。リクエストにもお応えします。

昭和のうた♪  
ピアノ弾き語りコンサート

全席自由
入場無料

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

藤樹の里文化芸術会館

９時～ 17 時
※最終日 16 時まで

今年度草木染・機織教室受講生の作品展。
近江真綿を紡ぎ、紡いだ糸を高島市の植
物で染め、原始機で織りました。いろい
ろな作品があります。

草木染・ハタ織教室作品展
Vol. ３

～
入場無料 藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

藤樹の里文化芸術会館
展示室２

14 時～ 16 時

安曇川公民館
（ふれあいセンター）

ふじのきホール

白崎さん　 （32）4059
ハワイからゴスペルの歌を一緒に聴きましょう

森繁  昇ギターひきがたり
コンサート

高島歴史民俗資料館

●常設展示
高島の歴史と風土に出会える
一部資料を貸し出しているため、普段とは
ちょっと違った展示となっています。
高島歴史民俗資料館　 （36）1553

●企画展
君は、高島の城を、観たか！
市内に存在した「城」を模型や図とともに
紹介。高島市域を見渡し、時代軸を織り交
ぜながら、高島の城を知ることができます。

企画展

９時～ 16 時 30 分

マキノ資料館

●常設展示
マキノの生活文化を伝える
山村・農村・港町の生活や遺跡出土品等を紹介
マキノ資料館　 （27）1484

●企画展
古文書に見る高島市の歴史
市内で活動する古文書クラブの活動成果を
発表し、古文書から分かる高島市の歴史を
紹介します。

朽木資料館　 （38）2339

●常設展示
朽木の歴史にふれる
朽木の生業に関する資料や朽木陣屋跡関係資料
を紹介。安曇川流域独自のシコブチ信仰を紹介
する展示が新たに加わりました。

９時～ 16 時 30 分
常設展示
朽木資料館

ガリバーホール

13 時 30 分開演 ▼出演
アイリスウィンドオーケストラ、
チアリーディングチーム Twinkle.Stars

高島市文化の支援事業
アイリスウィンドオーケストラ
第 13回定期演奏会

ガリバーホール　 （36）0219

全席自由
一　般　 １００円
中学生以下 無料

14 時開演 ▼演目
　「口真似」「昆布売り」「続、鮒ずしの
憂うつ～でっち羊羹（ようかん）の陰謀」全席指定

一　般　 2,000 円　
25 歳以下   1,000 円

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

藤樹の里文化芸術会館 滋賀県アートコラボレーション事業
おうみ狂言図鑑２０１６春

当日券各 500 円増

12/ 10木

12/ 13日

12/ 19土

12/ 20日

1/ 6水
10日

1/24日

企画展

９時～ 16 時 30 分

開催中
12/27日

12/5土
1/31日

ギャラリー Cafe Cozy

鑑…賞…無…料火・休

12/2水～13日

入…場…無…料

ギャラリー藤乃井
12/4金～9水

鑑…賞…無…料無　休

12/3木

　

森
の
め
ぐ
み
を
生
か
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
森
に
あ
る
材
料
を
使
っ

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

作
り
ま
し
ょ
う
！
（
ク
ッ
キ
ー
の
お
土
産
つ
き
）

▼
日
時　
12
月
12
日
（
土
）
10
時
～
12
時

▼
場
所　
森
林
公
園
「
く
つ
き
の
森
」

▼
定
員　
20
組

▼
参
加
料　
１
組　
１
，
０
０
０
円

（
別
途
、
自
然
環
境
維
持
管
理
費　
大
人

２
０
０
円　
小
人
１
０
０
円
）

▼
申
込
締
切　
12
月
９
日
（
水
）

　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

森
林
公
園
く
つ
き
の
森 

　
（
３
８
）
８
０
９
９

　
（
３
８
）
８
０
１
２　
　
　
　
　

　

asosatoyam
a@

zb.ztv.ne.jp

　
市
内
の
障
が
い
者
支
援
施
設
や
事
業
所

で
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
心
を
込
め
て

　
自
然
の
す
べ
て
を
先
生
に
、
子
ど
も
の

主
体
性
を
大
切
に
す
る
保
育
「
森
の
よ
う

ち
え
ん
」。大
津
市
で「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

を
主
宰
さ
れ
て
い
る
西
澤
さ
ん
を
招
い
て

の
お
話
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
12
月
14
日
（
月
）

　
10
時
～
12
時　
お
話
会

　
13
時
～
15
時　
座
談
会

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
参
加
料　
６
０
０
円
（
予
約
制
）

・
午
後
の
部
参
加
の
方
は
お
弁
当
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

・
子
連
れ
の
参
加
Ｏ
Ｋ
（
託
児
な
し
）　

つ
な
が
る
子
育
て
の
会

　

０
９
０
（
７
３
５
３
）
９
５
７
３

　

info@
m

azarbebracha.com

１
人
ひ
と
り
の
個
性
と
福
祉
の
ま
ち　
湖
西
が
キ
ラ
リ

　
し
ふ
く
の
ふ
く
し
の
表
紙
で
お
な
じ
み

の
作
家
た
ち
が
登
場
！　
障
が
い
の
あ
る

利
用
者
の
感
性
あ
ふ
れ
る
作
品
に
、
ス
テ

キ
な
感
動
の
“
わ
”
が
広
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
12
月
18
日
（
金
）
～
20
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
～
17
時

▼
場
所　
藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
に
な
ろ
う

　

（
２
５
）
８
２
７
６

相　談 日　時 場　所 内　容
女 性 の た め の
悩 み 相 談 室

市民協働課
　 （25）8526

12 月２日・16 日（水）
　12 日・26 日（土）
13 時 30 分～ 16 時 30 分
※相談時間は一人 50 分以内

働く女性の家
 どんな悩みでも気軽にご相談ください。市外から女
性カウンセラーを迎え、あなたにあった解決策を一
緒に探します。事前にご予約ください。
予約専用電話番号（２２）４０５２   （定員各３人）

税理士による無料
税務相談会

今津納税協会
　 （22）3733

12 月 17 日（木）
　13 時 30 分
　～ 16 時 30 分

高島市商工会　
北部センター

（旧今津町商工会）

相続や生前贈与にかかる税金の相談など税に関する
手続きなどお気軽にご相談ください。市内の税理士
が相談に応じます。
※事前予約をお願いします。（予約時間９時～ 17 時）

地区別行政相談所
生活相談課

　 （２５）８１25

12 月 18 日（金）
　13 時～ 16 時

朽木支所
会議室

行政に関わる相談を行政相談員がお受けし、問題
解決に向け関係行政機関につなげます。予約は不
要です。

一日年金相談所
保険年金課

　 （２５）８１３７
12 月 17 日（木）
　10 時～ 16 時 安曇川公民館

次の電話番号まで事前にご予約ください。
　大津年金事務所 　☎０７７（５２１）１４８９
　　　　　　　　　　平日８時 30 分～ 17 時

作
っ
た
個
性
的
な
す
ば
ら
し
い
作
品
の
展

示
や
発
表
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
・
内
容

【
発
表
の
部
】

　
12
月
12
日
（
土
）　
10
時
～
12
時
30
分

合
唱
、
ダ
ン
ス
、
合
奏
、
和
太
鼓
、

手
話
歌　
等
の
発
表

【
展
示
の
部
】　

　
12
月
８
日
（
火
）
～
14
日
（
月
）

　
（
休
館
日
除
く
、
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

陶
芸
、
絵
画
、
書
道
、
工
芸
、
写
真
、

手
芸
、
パ
ネ
ル
ア
ー
ト
等
の
作
品
展
示

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館　

※
【
発
表
の
部
】
で
は
、
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

《
今
津
図
書
館
展
示
》

　
12
月
15
日
（
火
）
～
21
日
（
月
）

　
（
休
館
日
除
く
、
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
輝
く
芸
術
祭
運
営
委
員

会
事
務
局
（
藤
の
樹
工
房
）

　
（
２
８
）
１
８
２
２

森
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
～
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
～

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
輝
く
芸
術
祭

２
０
１
５

は
じ
ま
り
の
ア
ー
ト
展

「
わ
に
な
ろ
う
」

つ
な
が
る
子
育
て

～
子
育
て
で
広
が
る
新
た
な
世
界
～

相　談（秘密厳守・相談無料）

322015.12 月号

月・火・祝日
年末年始

（12/28～1/4）休
入館無料

月・火・祝日
年末年始

（12/28～1/4）休
入館無料

月・火・祝日
年末年始

（12/28～1/4）休
入館無料



12 月 開館時間
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

今津図書館
（22）3827

10 時～ 19 時
（土曜 21 時まで） 休 休 講 休 休 話 休 休 話 休 休 休 休 休

安曇川図書館
（32）4711

10 時～ 19 時
（金曜 21 時まで）休 話 休 休 休 休 話 話 休 休 休 休 休 休

マキノ図書館
（27）0350 10 時～ 18 時 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休 休 休 休

朽木図書サロン
（38）2324 10 時～ 18 時 休 話 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
新旭図書室
（25）2811 10 時～ 18 時 休 休 休 話 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休
高島図書室
（36）2160 10 時～ 18 時 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休 休 休 休

▼貸出延長や予約は各図書館へご連絡ください。

　本や調べもののお問い合わせも受けつけています。お気軽におたずねください。

開館日カレンダー

平成 27 年10 月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前 年 人 口

の動き（人口と世帯）

氏　　名 性　別

お誕生おめでとう！
氏　　名 性　別 氏　　名 性　別

人

平成 27 年 10 月１日から 10 月 31 日までの届出分（敬称略）
本ページの掲載情報は、了解をいただいた方のみ掲載しています。

「お誕生おめでとう」のコーナーは、個人情報保護の観点から「生年月日」と「ところ」
を省略させていただきます。

５１，２１７人  （  －92）
５１，６８６人（－561）

５１,１２５人

２０,２２４世帯

２４,９１３人
２６,２１２人

たかしま
　  の
人の動き

（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ 氏　名 性別 年齢 ところ

窓口だより

はおはなし会です。 は講演会です。 時間や内容については各図書館へお問い合わせください。話 講

納付のお知らせ12月

・納期限までに納めましょう。納期限までに納付さ
れない場合は、督促手数料や延滞金が加算されるこ
とになります。

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。

○市・県民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
　料の特別徴収（年金からのお支払い）対象者の皆さん

12 月 15 日受け取りの年金から天引きされます。
項　目 期　別 納期限

市 ・ 県 民 税（普通徴収） 第 4 期
12 月 25 日

国民健康保険税（普通徴収） 第 9 期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第 9 期 12 月 30 日
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第 6 期 1 月 4 日
水道料金（10月～11月使用分） 12 月期 12 月 25 日
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『親を送る』
井上　理津子／著（集英社インターナショナル）

　親にはいつまでも元気でいてほし
いと願うものですが、いつかやって
くる永遠の別れは、避けては通れな
い道です。著者は、自らの両親の死
に直面し、別れの記録を示すことで、
親を送る時の、この送り方で良かっ
たのだろうか？ という後悔の念が
和らげばとしています。

　なんで男の子って、落ち着きが
ない、散らかしまくり、言うこと
を聞かないの？ そんな行動のわけ
は、親御さんのしつけのせいでは
ないのです！「男の子ワールド」
をわかりやすくイラストを交えて
解説。男の子育児特有のしんどさ
から解放されるかもしれません。

『うちの息子ってヘンですか？』
小崎　恭弘／著（ＳＢクリエイティブ）

　来年の干支のさるを主役に、
身近な筆ペンを使って気負わず
に挑戦できる「ゆる文字」の書
き方のコツが紹介されていま
す。ゆる文字見本帖、かわいい
さるの描き方など、アイディア
が満載です。きっと、年賀状作
りのヒントが見つかりますよ。

『さる年のゆる文字年賀状』
宇田川　一美／著　（誠文堂新光社）

今月のおすすめ 催し物のお知らせ 12 月※
そ
の
他
に
も
新
し
く
入
っ
た
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
図
書
館
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　寒い時期には、やっぱり鍋の
出番が増えますね。毎日食べた
くなる 64 種の絶品鍋が、美味
しそうな写真で紹介されていま
す。鍋の後の〆、鍋に添えたい
小皿料理、鍋奉行の心得も載っ
ています。

大庭　英子／著　（成美堂出版）
『毎日食べたくなる絶品鍋』

「ヴォイステクニックの真実」基礎編
加瀬　玲子 / 著　（オーム社）

　日常生活で自分の声を意識したことは
ありますか？  身近な人々との円滑なコ
ミュニケーションのためにも、より良い
自己表現のためにも必要な「声」。体操
やストレッチをするような感覚でトレー
ニングしてみてはいかがでしょう。
　本書は骨格や筋肉のしくみはもちろ
ん、呼吸から発声までをイラスト入りで

分かりやすく紹介してあります。自分の体でも、普段意
識しない所に気を付けたり、意外な姿勢で発声する方法
には驚かされるかもしれません。
　ある意識調査では、約８割の人が「自分の声が嫌いだ」
というそうです。声を変えるのではなく、体のさまざま
な部位を使って健康的に素敵な声で話せるようになると
いいですね。歌うことが好きな人、仕事等で声をよく使
う人にもお薦めです。（R・Y）

　日常生活で自分の声を意識したことは
ありますか？  身近な人々との円滑なコ
ミュニケーションのためにも、より良い

○西田哲学学習会
　「認識について - 主観性と客観性」
   日時：17 日木 13 時 30 分～ 15 時 30 分
○ブッククラブ
　「切り紙でクリスマス飾りをつくろう」
    日時：13 日日 10 時 30 分～ 12 時

○工作教室
　「ダンボールでクリスマスケーキを
　　つくろう」
    日時：20 日日 13 時 30 分～ 15 時

○聴いて・読んで・知る　地域史講座
　 第 3 回「ヴォーリズと高島」
　    講師：文化財課　山本晃子

　日時：5 日土 13 時 30 分～ 15 時

○かけはし「金曜午後の朗読会」
  　日時：11 日金 14 時～ 15 時
○ブッククラブ
　 「クリスマスツリーのオーナメント
　   （飾り）をつくろう」
  　日時：19 日土 10 時 30 分～ 12 時

○エントランス展示
　「栃の木　巨樹・巨木の森と自然」 
　   出展：青木　繁さん

    日時：１日火～ 28 日月

○人形劇団あっぷりけ公演
　  影絵「ももの里」、人形劇
　  「ももたろう」ほか
    日時：6 日日　14 時～ 15 時

今津図書館

マキノ図書館

新旭図書室

Recommended  Book司書の イチオシ本
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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　日中と朝晩とで気温の差が
大きくなり、秋の深まりと同
時に冬が近づいてくるのをひ

しひしと感じるようになりました。私
は毎年この時期になると、どんな服を
着て出かければいいのか朝から悩んで
しまいます。しかし、自然や動物たち
が色鮮やかに、あったかそうな装いへ
衣替えを始めるように、人間も洋服や
小物でおしゃれをより楽しむことがで
きる季節です。皆様も季節の変わり目
に体調を崩されることのないよう、暖
かくしてお過ごしくださいね。（M）

美
し
い
景
観
地
と
し
て
有
名
で
す
。
ま

た
近
年
で
は
、
平
成
20
年
に
海
津
か
ら

知
内
へ
続
く
湖
岸
一
帯
が
「
高
島
市
海

津
・
西
浜
・
知
内
の
水
辺
景
観
」
と
し

て
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ

た
ほ
か
、
今
年
の
４
月
に
は
、
新
た
に

誕
生
し
た
「
日
本
遺
産
」
の
構
成
文
化

財
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
早
く
か
ら
景
観
地
と

し
て
知
ら
れ
て
き
た
海
津
大
崎
付
近

は
、
近
年
の
制
度
や
選
定
に
よ
り
、
風

景
の
美
し
さ
と
共
に
文
化
財
と
し
て
の

価
値
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま

す
ま
す
そ
の
魅
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

文
化
財
課
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琵
琶
湖
八
景　

　　
皆
さ
ん
は
、「
琵
琶
湖
八
景
」
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。「
琵
琶
湖
八
景
」

と
い
う
の
は
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９

年
）
６
月
に
、
滋
賀
県
と
琵
琶
湖
観
光

協
会
が
新
た
な
名
所
を
選
ん
で
観
光
の

振
興
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
選
定

し
た
、８
か
所
の
景
観
地
の
こ
と
で
す
。

高
島
市
内
で
は
、「
暁ぎ
ょ
う
む霧
―
海
津
大
崎

の
岩が
ん
し
ょ
う礁」

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
景
観
地
「
近
江
八
景
」

　
滋
賀
県
で
の
八
景
と
し
て
は
、
古
く

か
ら
伝
わ
る
「
近
江
八
景
」
が
有
名

で
、こ
れ
は
、江
戸
時
代
初
頭
に
関
白・

近こ
の
え衛
信の
ぶ
た
だ尹
が
中
国
湖
南
省
の
洞ど
う
て
い
こ

庭
湖
お

よ
び
湘し
ょ
う
こ
う江か
ら
支
流
の
瀟し
ょ
う
す
い水に
か
け
て

み
ら
れ
る
典
型
的
な
水
辺
の
情
景
を
集

め
て
描
い
た
瀟
し
ょ
う
し
ょ
う湘
八は
っ
け
い
ず

景
図
に
な
ら
っ

て
選
ん
だ
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
石
い
し
や
ま
の
し
ゅ
う
げ
つ

山
秋
月
」、「
瀬せ
た
の田
夕せ
き
し
ょ
う
照
」、「
粟あ
わ
づ
の津

晴せ
い
ら
ん嵐
」、「
矢や
ば
せ
の
き
は
ん

橋
帰
帆
」、「
三み
い
の井
晩ば
ん
し
ょ
う
鐘
」、

「
唐
か
ら
さ
き
の崎
夜や
う雨
」、「
堅か
た
た
の
ら
く
が
ん

田
落
雁
」、「
比ひ
ら
の良

暮ぼ
せ
つ雪

」
と
い
う
地
名
と
情
景
を
合
わ
せ

た
景
観
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
浮
世
絵

師
・
歌う
た
が
わ
ひ
ろ
し
げ

川
広
重
が
描
い
た
名
所
絵
に

よ
っ
て
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
琵
琶
湖
中
心
の
観
光
振
興
を

　
「
琵
琶
湖
八
景
」
の
誕
生

　
し
か
し「
近
江
八
景
」の
選
定
地
は
、

現
在
の
大
津
市
・
草
津
市
と
い
う
県
の

南
部
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦

後
、
琵
琶
湖
を
中
心
と
し
た
観
光
振
興

を
進
め
る
県
が
、
県
内
全
域
か
ら
新
し

い
観
光
名
所
を
選
ぼ
う
と
企
画
し
た
の

が
「
琵
琶
湖
八
景
」
で
し
た
。

　
「
琵
琶
湖
八
景
」
候
補
地
は
、
公
募

さ
れ
、
応
募
総
数
は
３
１
，
６
７
４
件

に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
慎
重

な
検
討
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
現
地
視
察

を
経
て
、
選
定
さ
れ
た
の
が
、「
月げ
つ
め
い明

　
彦
根
の
古
城
」、「
涼り
ょ
う
ふ
う風　
雄
松
崎
の

白は
く
て
い汀
」、「
新し
ん
せ
つ雪　

賤
ヶ
岳
の
大
観
」、

「
煙え
ん
う雨　
比
叡
の
樹
林
」、「
新し
ん
り
ょ
く緑　
竹

生
島
の
沈ち
ん
え
い影

」、「
夕ゆ
う
よ
う陽　

瀬
田
・
石
山

の
清
流
」、「
春
し
ゅ
ん
し
ょ
く
色　
安
土
・
八
幡
の
水

郷
」
そ
し
て
「
暁ぎ
ょ
う
む霧　
海
津
大
崎
の
岩

礁
」
と
い
う
８
か
所
で
し
た
。

　　
高
島
市
の
魅
力
を
古
く
か
ら
伝
え
る

　
「
暁
霧
―
海
津
大
崎
の
岩
礁
」

　
「
海
津
大
崎
の
岩
礁
」
は
、
マ
キ
ノ

町
海
津
大
崎
付
近
の
湖
岸
ま
た
は
湖
中

で
多
く
の
花
崗
岩
が
露
出
し
た
独
特
の

景
観
を
示
し
て
い
て
、
こ
の
付
近
は
、

昭
和
11
年
（
１
９
３
６
年
）
に
桜
が
植

樹
さ
れ
、
現
在
で
は
「
日
本
の
さ
く
ら

の
名
所
百
選
」
に
も
選
ば
れ
る
海
津
大

崎
の
桜
並
木
と
と
も
に
、
市
内
随
一
の

琵
琶
湖
八
景
の
誕
生

琵
琶
湖
八
景
の
誕
生

海津大崎の岩礁


